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国
際
社
会
と
整
合
性
保
持

蝉
議
礫
銚
設
立
祝
し
船
出
披
露

昨
年
１２
月
設
立
さ
れ
た
日
本
紫
外
線
水
処
理
技
術
協
会

（会
長
＝
馬
場
恒
男
岩
崎
電
気
常
務
取
締
役
、
１９
社
）
の
平
成
１９
年
度

通
常
総
会
が
６
月
２７
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
か
れ
た
。
総
会
に
続
き
、
２
氏
に
よ
る
特
別
講
演
会
と
設
立
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
が
開
か
れ
、
会
員
、
来
賓
合
わ
せ
て
約
９０
人
が
出
席
し
、
新
協
会
の
門
出
を
盛
大
に
祝

っ
た
。

特
別
講
演
で
は
、
厚
生
労
働

省
の
新
田
晃
水
道
課
課
長
補
佐

が

「ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム

等
対
策
に
お
け
る
紫
外
線
照

射
」
に
つ
い
て
、
省
令
改
正
と

ク
リ
プ
ト
対
策
指
針
を
解
説
。

続
い
て
元
国
連
本
部
テ
ク
ニ

カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ

／
Ｔ
Ｃ
２
２
４
日
本
代
表
の
吉

村
和
就
氏
が

「世
界
水
ビ
ジ
ネ

ス
と
紫
外
線
殺
菌
」
を
テ
ー
マ

に
、
世
界
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場

の
動
向
や
海
外
の
紫
外
線
殺
菌

の
導
入
事
例
な
ど
を
紹
介
。
「Ｕ

Ｖ
事
業
は
維
持
管
理
が
最
大
の

収
益
源
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

設
立
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は

山
村
尊
房
厚
労
省
水
道
課
長
は

じ
め
多
数
の
水
道
関
係
者
が
招

か
れ
、
新
し
い
団
体
の
船
出
を

祝

っ
た
。
は
じ
め
に
馬
場
会
長

が

「昨
年
の
１２
月
５
日
に
８
社

で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
で

は
特
別
会
員
を
含
め
１９
社
と
な

っ
た
」
と
設
立
の
経
緯
を
説
明
、

「国
際
社
会
の
中
で
整
合
性
を

持
ち
、
技
術
と
広
報
の
専
門
委

員
会
に
よ
り
活
発
に
活
動
し
て

い
く
。
日
本
の
水
道
に
誇
り
を

持

っ
て
協
会
を
発
展
さ
せ
る
の

で
、
む
指
導
を
」
と
挨
拶
し
た
。

来
賓
挨
拶
し
た
山
村
水
道
課

長
は

「ク
リ
プ
ト
対
策
は
世
界

的
に
関
心
が
高
い
が
、
ろ
過
設

備
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
小
規

模
水
道
も
多
い
。
省
令
が
改
正

さ
れ
Ｕ
Ｖ
が
新
し
く
位
置
づ
け

ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
貴
協
会
は

時
宜
を
得
た
団
体
。
元
気
の
あ

馬場会長山村 課 長

新田課長補佐吉 村 氏

大垣顧問

―
で
も
Ｕ
Ｖ
の

ガイドライン

宗陀昨‐っ雌ｒい

舜家細嬢賊貌獅

軸の一学咋キ紳

的語坂っ綻ぜ道日

前中邦中一準抑

ク
ー
バ
ー
に
は

る
活
力
あ
る
団
体
と
な

っ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

同
協
会
顧
間
の
大
垣
員

一
部

東
京
大
学
大
学
院
教
授
が
乾
杯

の
音
頭
を
と

っ
た
の
ち
、
関
係

者
が
次
々
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

赤
川
正
和
日
本
水
道
協
会
専

務
理
事
は

「ク
リ
プ
ト
対
策
が

必
要
な
事
業
体
は
２
０
０
０
以

上
も
あ
る
。
関
連
団
体
と
し
て

日
水
協
も
ど
う
支
援
し
て
い
く

か
検
討
す
る
」
と
述
べ
、
藤
原

正
弘
水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
長
は

「
ｅ
ｌ
Ｗ

ａ
ｔ

ｅ
ｒ

で
３
年
間
研
究
し
、
当
セ
ン
タ

世
界
最
大
の
Ｕ
Ｖ
施
設
が
入

っ

た
が
、
日
本
も
補
助
金
が
付
く

こ
と
に
な

っ
た
し
、
セ
イ
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
全
国
て
導
入
し

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
水

団
連
も
応
援
し
て
い
く
」
と
、

エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

中
締
め
で
は
会
員
を
代
表
し

て
荏
原
環
境
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン

グ
の
小
島
良
三
社
長
が
立
ち
、

「今
後
、
品
質
確
保
の
指
針
づ

く
り
、
評
価
指
標
も
必
要
だ
」

と
述
べ
、
Ｕ
Ｖ
処
理
の
普
及

・

発
展
に
意
欲
を
示
し
た
。


